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３月定例会について

10人の議員が質問

審 議 議 案
一 般 質 問
子ども議会
住民の声・まちの力

小豆島こどもセンターの入所式

議会だより議会だより
小豆島町



−2−

まち」を目指して
新しい時代のまちづくり～

健康・福祉のまち

定住・交流のまち

教育・文化のまち

産業のまち

行財政改革の推進

小豆島中央病院企業団負担金
重度心身障害者医療費助成の拡充
福祉避難所整備
産婦検診・産後ケア

一般廃棄物最終処分場整備
瀬戸内国際芸術祭2019
危険ブロック塀撤去費支援
自治会集会所整備支援

奨学資金貸付
草壁公民館屋根改修
苗羽小学校トイレ改修
部活動指導支援
小学校英語教科化に伴う整備

プレミアム付き商品券
　※低所得者、子育て世帯対象
有害鳥獣対策
ため池等農地災害危機管理対策
地域ブランド確立推進

議会タブレットの導入
各種派遣研修
職員研修（全職員対象）

2億650万円
698万円
300万円
137万円

12億6万円
4,791万円
320万円
200万円

1億680万円
2,030万円
700万円
494万円
374万円

9,425万円

6,531万円
303万円
200万円

391万円
220万円
30万円

平成31年度の主な事業・新規事業

97
億
５
４
０
０
万
円
を
可
決

一
般
会
計
当
初
予
算



−3−

【
委
員
会
意
見
】

○
総
括
意
見

・
委
託
料
に
つ
い
て
、
積
算
根
拠
を
精
査
の
上
執
行
す

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

○
個
別
意
見

　企
画
財
政
課

・
映
像
作
品
発
信
記
念
事
業
に
つ
い
て
、
目
的
に
沿
っ

て
住
民
目
線
に
立
っ
た
事
業
内
容
と
な
る
よ
う
検
討

さ
れ
た
い
。

・
オ
リ
ー
ブ
バ
ス
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、
説
明
の
場

を
設
け
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

　住
民
課

・
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て
、
旧
町
ご
と
で
は
な
く
全

町
で
行
え
る
よ
う
、
関
係
団
体
に
対
し
積
極
的
な
働

き
か
け
に
努
め
ら
れ
た
い
。

・
交
通
安
全
施
設
事
業
に
つ
い
て
、
予
算
が
交
付
金
の

減
少
に
伴
っ
て
減
少
し
て
い
る
が
、
住
民
の
要
望
が

多
い
事
業
で
あ
り
、
一
定
程
度
の
予
算
を
確
保
す
る

よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

　オ
リ
ー
ブ
課

・
温
浴
施
設
の
利
用
料
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
公
平
性

を
考
慮
し
た
料
金
体
系
に
な
る
よ
う
検
討
さ
れ
た

い
。

　教
育
委
員
会

・
教
育
施
設
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討
さ
れ

た
い
。

　社
会
教
育
課

・
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
に
つ
い
て
、
社
会

教
育
・
社
会
体
育
の
振
興
に
重
要
な
事
業
で
あ
る
の

で
、
積
極
的
な
活
用
を
促
す
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　３月定例会を３月５日から３月22日まで18日間開催しました。
　初日に、町長の施政方針の演説があり、人が集い、元気なまちを目指して、５つの柱に沿っ
て予算を編成したことを表明しました。
　10人の議員が一般質問を行い、町の将来に向けた討議を行いました。
　町長からは予算案件11件のほか、条例案件11件、人事案件16件、その他案件４件が提案され、
報告１件がありました。議員からは発議１件が提案されました。新年度の予算案件７件と条例
案件２件は各常任委員会に付託し慎重に審査を行い、下記のとおり意見を提出しました。全て
の議案は原案通り可決しました。

歳出歳入
使用料
寄付金など
830（9％）

繰入金
495（5％）

地方交付税
  3,710（38％）

国庫支出金
1,002
（10％）

国庫支出金
1,002
（10％）

（単位は百万円、構成比は％、百万円未満は四捨五入）
※端数処理の関係上、数値が合わない場合があります

町　債
1,274
（13％）

県支出金
551（6％）

地方消費税
地方譲与税など 390（4％）

町　税
1,502
（15％）

自主財源
　　　2,827

　　　　（29％）
依存財源
　6,927

　 　（71％）
民生費
1,821
（19％）教育費

1,284
（13％） 総務費

1,421
（15％）

農林水産業費・商工費など 688（7％）

衛生費
2,196
（23％）

公債費
1,200
（12％）

土木費
711（7％）

消防費 433（4％）

教育費
1,284
（13％）

民生費
1,821
（19％）

「人が集い、元気な平成３１年度

～新しい時代の幕開け
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一
般
会
計
（
第
４
号
）

　

小
豆
島
中
央
病
院
企
業

団
へ
の
出
資
等
で
増
と

な
っ
た
一
方
、
事
業
費
の

精
算
見
込
み
や
人
件
費
の

減
に
よ
り
２
４
９
６
万
円

減
の
85
億
７
８
１
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

（
総
務
費
）

作
品
制
作
等
業
務
委
託
料

▲
３
１
５
万
円

芸
術
作
品
制
作
費
負
担
金

５
０
０
万
円

　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
１
９
実
行
委
員
会
へ

の
負
担
金
で
す
。
委
託
料

と
し
て
計
上
し
て
い
ま
し

た
が
負
担
金
に
組
み
替
え

し
ま
し
た
。

（
衛
生
費
）

小
豆
島
中
央
病
院
企
業
団

出
資
金１

億
４
８
４
５
万
円

　

平
成
30
年
度
収
支
見
込

に
よ
る
赤
字
相
当
分
に
対

し
て
、
両
町
か
ら
出
資
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
農
林
水
産
業
費
）

漁
港
整
備
工
事
費

１
５
５
０
万
円

　

田
浦
・
橘
・
吉
田
の
漁

港
整
備
事
業
に
対
し
、
県

補
助
金
の
追
加
内
示
が

あ
っ
た
た
め
、
事
業
費
を

増
額
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業

　

特
別
会
計
（
第
２
号
）

　

小
豆
島
中
央
病
院
が
実

施
し
て
い
る
健
康
管
理
事

業
に
対
し
、
県
か
ら
の
特

別
調
整
交
付
金
が
増
額
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

１
９
９
万
円
増
の
21
億
７

１
０
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

介
護
保
険
事
業

　

特
別
会
計
（
第
２
号
）

　

事
業
費
の
精
算
に
よ
り
、

５
７
０
０
万
円
減
の
20
億

７
３
５
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

特
別
会
計
（
第
１
号
）

　

人
員
減
に
よ
り
、６
８
０

万
円
減
の
７
７
６
１
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
条
例

　

町
民
が
障
害
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
町
の
責
務
、

町
民
及
び
事
業
者
の
役
割

に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

質
疑　

町
で
障
害
者
に
対

す
る
差
別
事
象
は
発
生

し
た
の
か
。

答
弁
　
病
院
の
駐
車
場
に

お
い
て
、
健
常
者
が
障
害

者
用
の
駐
車
場
に
止
め
る

と
い
っ
た
事
例
が
発
生
し

た
。

林
業
振
興
対
策
基
金
条
例

　

平
成
31
年
度
か
ら
始
ま

る
森
林
環
境
譲
与
税
の
交

付
金
を
活
用
す
る
た
め
、

林
業
対
策
振
興
基
金
を
設

置
す
る
こ
と
を
定
め
ま
し

た
。

質
疑　

森
林
環
境
譲
与
税

に
つ
い
て
、
誰
に
対
し
て

課
税
さ
れ
る
の
か
な
ど
、

仕
組
み
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
国
内
に
住
所
を
有

し
、
町
県
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
方
に
対
し
て
課

税
さ
れ
る
。
現
在
、
均
等

割
５
千
円
が
課
税
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
千

円
は
東
日
本
大
震
災
の
復

興
特
別
税
と
し
て
徴
収
さ

れ
て
い
る
。
35
年
度
ま
で

徴
収
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
、

森
林
環
境
譲
与
税
と
し
て

同
額
が
引
き
続
き
徴
収
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

町
税
条
例

　

10
月
１
日
か
ら
制
度
開

始
と
な
る
軽
自
動
車
税
環

境
性
能
割
の
賦
課
徴
収
に

つ
い
て
、
香
川
県
が
環
境

性
能
割
を
課
さ
な
い
軽
自

動
車
に
対
し
て
は
課
税
し

な
い
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

４
月
１
日
か
ら
制
度
開

始
と
な
る
専
門
職
大
学
の

前
期
２
年
を
終
了
し
た
も

の
に
つ
い
て
、
放
課
後
児

童
支
援
員
の
基
礎
資
格
を

有
す
る
も
の
と
し
て
対
象

に
追
加
し
ま
し
た
。

質
疑　

専
門
職
大
学
の
前

期
課
程
修
了
と
は
ど
う

い
っ
た
立
場
に
な
る
の
か
。

答
弁
　
専
門
職
大
学
と
は
、

昨
今
の
産
業
構
造
の
急
激

な
変
化
や
将
来
予
測
が
困

難
な
社
会
が
進
む
中
で
、

高
度
な
実
践
力
、
即
戦
力

と
豊
か
な
想
像
力
を
持
ち

合
わ
せ
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ

れ
る
大
学
で
あ
る
。
４
年

制
で
前
期
２
年
、
後
期
２

年
と
な
っ
て
お
り
、
前
期

を
修
了
す
る
と
、
短
期
大

学
士
（
専
門
職
）
と
い
う

学
位
が
授
与
さ
れ
る
。

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療

費
支
給
の
現
物
給
付
化
に

伴
う
関
係
条
例

　

重
度
心
身
障
害
者
へ
の

医
療
費
支
給
の
対
象
を
身

体
障
害
者
手
帳
４
級
と
療

育
手
帳
Ｂ
を
持
っ
て
い
る

方
も
追
加
す
る
こ
と
と
、

医
療
費
の
受
給
方
法
を
町

へ
の
申
請
か
ら
町
が
受
給

資
格
者
に
代
わ
っ
て
医
療

機
関
に
支
払
う
こ
と
を
定

め
ま
し
た
。

質
疑　

障
害
者
手
帳
４
級

と
療
育
手
帳
Ｂ
の
方
が
何

人
な
の
か
。
ま
た
、
窓
口

で
の
手
続
き
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

答
弁
　
４
級
が
１
０
０

人
、
Ｂ
が
30
人
で
あ
る
。

県
内
の
病
院
に
か
か
る
場

合
は
特
別
な
手
続
き
を
す

る
必
要
は
な
い
。

補
正
予
算

条
例
の
制
定

障害者用駐車場

審
議
し
た
主
な
議
案

条
例
の
一
部
改
正
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介
護
保
険
条
例

　

消
費
税
10
％
へ
の
増
税

に
合
わ
せ
て
、
低
所
得
者

に
対
す
る
介
護
保
険
料
の

負
担
軽
減
を
す
る
こ
と
を

定
め
ま
し
た
。

町
営
住
宅
条
例		

　

町
営
住
宅
の
入
居
条
件

を
町
内
に
住
所
又
は
勤
務

地
が
あ
る
も
の
か
ら
、
町

内
に
住
居
を
必
要
と
す
る

も
の
へ
の
変
更
と
、
連
帯

保
証
人
を
２
人
か
ら
１
人

に
変
更
す
る
こ
と
を
定
め

ま
し
た
。

質
疑　

町
内
に
勤
務
地
を

有
す
る
方
で
入
居
さ
れ
た

方
は
い
た
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
対
応
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

答
弁
　
土
庄
町
か
ら
町
内

の
企
業
で
働
い
て
い
た
方

が
入
居
し
た
事
例
が
あ

る
。
今
回
は
、
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ

タ
ー
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
お
り
、
町
内
に
住
所
、

勤
務
地
が
な
い
方
で
も
入

居
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

新
し
い
産
業
づ
く
り
条
例

　

国
の
新
た
な
支
援
制
度

創
設
に
合
わ
せ
て
、
補
助

額
を
改
定
し
ま
し
た
。

道
路
占
用
料
徴
収
条
例

　

電
柱
や
電
話
柱
等
の
道

路
占
用
料
を
国
道
の
占
用

料
に
準
拠
し
て
改
定
し
ま

し
た
。

農
業
委
員
の
任
命
要
件

　

農
業
委
員
の
過
半
数
を

占
め
る
必
要
が
あ
る
認
定

農
業
者
等
（
企
業
も
含
む
）

が
少
な
い
た
め
、
認
定
農

業
者
に
準
じ
る
者
も
対
象

と
し
ま
し
た
。

質
疑　

農
業
委
員
に
対
す

る
認
定
農
業
者
の
人
数
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た

の
か
。

答
弁
　
３
年
前
は
過
半
数

に
達
し
て
い
た
が
、
任
期

の
途
中
で
認
定
農
業
者
を

お
り
ら
れ
た
方
が
お
り
、半

数
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
。

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確

認
及
び
字
の
区
域
の
変
更

　

草
壁
港
沖
の
埋
め
立
て

地
の
東
側
４
ha
を
草
壁
本

町
字
下
川
西
に
編
入
し
ま

し
た
。

瀬
戸
・
高
松
広
域
連
携
中

枢
都
市
圏
の
形
成
に
係
る

連
携
協
約
の
一
部
変
更

　

連
携
協
約
の
内
容
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
追

加
し
ま
し
た
。

辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策

定
及
び
変
更

　

新
た
に
追
加
さ
れ
た
計

画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

草
壁
辺
地

草
壁
公
民
館
屋
根
の
改
修

消
防
団
可
搬
ポ
ン
プ
更
新

安
田
辺
地

た
め
池
耐
震
化

坂
手
辺
地

橋
梁
の
長
寿
命
化

池
田
辺
地

防
火
水
槽
の
整
備

町
道
宮
の
浦
線
改
良

た
め
池
耐
震
化

苗
羽
辺
地

橋
梁
の
長
寿
命
化

た
め
池
耐
震
化

教
育
委
員
の
同
意

　

真
砂
高
昭
氏
を
教
育
委

員
に
再
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。
任
期
は
４

年
間
で
す
。

農
業
委
員
の
同
意

　

農
業
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
平
成
31
年
４
月

１
日
か
ら
の
農
業
委
員
任

命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し

た
。
14
人
の
定
数
に
対
し

て
、
再
任
11
人
、
新
任
３

人
と
な
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

再　

任

藤
本
龍
男　

藤
本
信
悟

九
野
賢
輔　

八
木
宏
和

今
城　

実　

谷
岡
潤
三

高
橋
武
司　

古
川
安
則

秋
長
正
幸　

徳
本　

修

三
宅
徳
昌

新　

任

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

山
口
眞
理
子
氏
を
引
き

続
き
人
権
擁
護
委
員
へ
推

薦
す
る
こ
と
に
適
任
と
の

答
申
を
行
い
ま
し
た
。

草
壁
地
区
改
良
住
宅
外
壁

改
修
工
事

　

着
工
後
の
現
場
精
査
に

よ
り
、
改
修
箇
所
に
変
更

が
あ
っ
た
た
め
、
契
約
金

額
を
増
額
し
た
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

変
更
前　

８
５
８
６
万
円

変
更
後　

８
６
０
３
万
円

議
会
傍
聴
規
則

　

議
会
の
傍
聴
申
請
に
つ

い
て
、
複
数
の
人
が
１
枚

の
紙
に
記
入
す
る
受
付
簿

か
ら
、
１
人
１
枚
の
用
紙

で
あ
る
受
付
票
に
変
更
し

ま
し
た
。

　

議
員
と
し
て
地
域
発
展

に
尽
力
し
た
功
績
が
た
た

え
ら
れ
、
全
国
町
村
議
会

議
長
会
か
ら
鍋
谷
議
員
、

中
村
前
議
員
が
27
年
表
彰

を
、
森
崇
議
員
が
15
年
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
他

岡　秀安（池田）

大下　司（二面）向井　亮二（蒲野）

森　崇議員 中村　勝利前議員 鍋谷　真由美議員

人
事
案
件

発
　
議

報
　
告

全
国
町
村
議
会

議
長
会
表
彰
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質
問　

最
近
、
小
豆
島
周

辺
の
海
で
魚
釣
り
に
行
っ

て
も
釣
れ
な
く
な
っ
た
と

嘆
く
知
人
が
い
た
。
漁
業

関
係
者
に
尋
ね
る
と
漁
獲

量
が
減
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。
こ
の
原
因
は
何
で
あ

ろ
う
か
。
昭
和
40
年
代
、

工
場
排
水
の
垂
れ
流
し
で

赤
潮
が
発
生
し
て
養
殖
ハ

マ
チ
が
大
量
に
死
ぬ
現
象

が
続
い
た
。「
瀬
戸
内
海
汚

染
防
止
法
」
が
制
定
さ
れ

て
今
日
ま
で
き
た
が
、
海

が
き
れ
い
に
な
り
す
ぎ
て

魚
の
エ
サ
に
な
る
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
少
な
く
な
り
魚

が
住
み
に
く
い
海
へ
と
変

化
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
島
は
昔
か
ら
漁
業
が

盛
ん
で
あ
っ
た
。
将
来
も

漁
業
で
生
活
で
き
る
豊
か

な
海
づ
く
り
を
目
指
し
て

ほ
し
い
。

答
弁　

瀬
戸
内
海
は
、
工

場
排
水
や
生
活
排
水
に
よ

る
水
質
汚
濁
は
改
善
さ
れ

た
が
、
漁
獲
量
は
香
川
県

全
体
で
減
少
傾
向
で
あ

る
。
原
因
は
漁
業
従
事
者

の
減
少
、
海
水
温
の
上
昇
、

貧
栄
養
化
、
底
質
の
ヘ
ド

ロ
化
な
ど
漁
業
環
境
の
変

化
が
考
え
ら
れ
る
。
海
の

環
境
問
題
は
瀬
戸
内
海
の

広
域
的
な
枠
組
み
で
取
り

組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
安

定
し
た
漁
業
を
目
指
し
関

係
者
と
連
携
し
て
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

し
、
漁
業
の
再
生
を
図
る

た
め
、
豊
か
な
海
、
里
海

の
実
現
に
向
け
て
国
・
県

に
対
し
て
粘
り
強
く
働
き

か
け
を
進
め
て
い
く
。

晴天時でも漁に出ていない漁船

瀬
戸
内
海
を
豊
か
な
海
へ

町
「
広
域
的
な
枠
組
み
で

　
　
　
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
」

浜口　　勇議員

一
般
質
問

　
３
月
定
例
会
で
10
人
の
議
員
が
町
政
に
対
し
て

質
問
を
し
ま
し
た
。
そ
の
要
約
し
た
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

浜口　　勇（６Ｐ）
●瀬戸内海を豊かな海へ

大下　　淳（７Ｐ）
●教職員の長時間勤務の解消を

柴田　初子（７Ｐ）
●大規模災害時の防災・減災対策は

森口　久士（８Ｐ）
●観光の案内標識の整備は
●農業振興地域整備計画に関して

藤本　傳夫（８Ｐ）
●小豆島町の文化伝統を世界に向け発信を

森　　弘章（９Ｐ）
●過疎・移住者対策での「にぎわいの創設・
　町の活性化」を
●過疎・高齢化社会での交通弱者への対応は
●旧内海庁舎跡地のその後の活用計画と付
　帯工事の進捗状況は

大川　新也（10Ｐ）
●急ぐべきでは、幼保集約
●大型ごみ無料収集の復活は
●町内公共施設へのＡＥＤ設置は

安井　信之（11Ｐ）
●原材料支給事業の採択要件の見直しを
●小豆島中央病院へのかかわり方は
●ＤＶ・児童虐待の対応は

森　　　崇（12Ｐ）
●町職員の年次有給休暇の改善について
●小豆島の明るい未来について
●現代版「猪鹿垣」について

鍋谷真由美（13Ｐ）
●交通弱者への支援充実を
●国保税の子どもの均等割減免を
●出産祝い金の検討を
●自衛隊への名簿提供はやめよ
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部活動（陸上部）

質
問　

多
く
の
学
校
用
務

で
先
生
が
忙
殺
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
主
要
因
で
あ
る

部
活
動
の
対
策
と
し
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
部

活
動
指
導
員
を
配
置
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
人

員
や
身
分
、
勤
務
形
態
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か

答
弁　

ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
分

野
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
１
人
と
雇
用
契
約
を
結

び
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

そ
の
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や

外
国
語
教
育
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
専
門
性
を
持
っ
た
隊

員
の
採
用
を
検
討
し
た
い
。　　
　

　

ま
た
、
部
活
動
指
導
員

１
人
を
特
別
職
の
非
常
勤

職
員
と
し
て
配
置
し
、
週

５
日
で
平
日
２
時
間
、
休

業
日
３
時
間
程
度
の
職
務

を
想
定
し
て
い
る
。

質
問　

平
成
28
年
度
の
国

の
「
教
員
勤
務
実
態
調
査
」

に
対
す
る
認
識
と
小
豆
島

町
の
現
状
は
い
か
が
か
。

答
弁　

教
職
員
の
長
時
間

労
働
を
裏
付
け
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

小
豆
島
町
の
現
状
も
実
態

調
査
と
同
様
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

質
問　

本
年
４
月
か
ら
働

き
方
改
革
が
ス
タ
ー
ト
す

る
が
、
部
活
動
だ
け
で
な

く
、
教
職
員
に
か
か
る
負

担
の
軽
減
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
か
れ
る
の
か
。

答
弁　

教
職
員
の
働
き
方

改
革
に
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

勤
務
時
間
の
把
握
に
努

め
る
と
と
も
に
部
活
動
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
教
職
員
働

き
方
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

し
て
４
月
か
ら
実
施
す
る

予
定
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ノ
ー
残
業
デ
ー

を
増
や
し
た
り
夏
季
休
業

中
に
お
け
る
学
校
閉
庁
日

を
設
定
し
た
り
し
て
負
担

の
軽
減
を
進
め
て
い
く
。

　

夜
間
・
休
日
の
留
守
番

電
話
対
応
に
つ
い
て
は
、

中
学
校
で
昨
年
10
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
。

町
「
健
康
を
維
持
で
き
る

　
　
　
　
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
」

大下　　淳議員

教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の
解
消
を

質
問　

① 

災
害
時
の
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
学

校
の
体
育
館
に
空
調
設
備

を
。

② 

香
川
県
が
２
月
の
県
議

会
に
お
い
て
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
導
入
検
討
委
員
会
を

設
置
し
た
。
小
豆
島
町
か

ら
再
度
の
早
期
導
入
の
要

望
を
。

③ 

待
望
の
国
産
乳
児
用
液

体
ミ
ル
ク
が
発
売
さ
れ

た
。
哺
乳
瓶
に
移
し
て
、

そ
の
ま
ま
飲
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
の
液
体
ミ
ル

ク
を
災
害
時
の
備
え
と
し

て
備
蓄
す
る
考
え
は
。

答
弁　

① 

空
調
設
備
の
設

置
に
は
、
多
額
の
費
用
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
整
備

す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
。
各
教
室
に
は
空
調
が

整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、

急
き
ょ
避
難
所
と
し
て
使

用
す
る
場
合
の
運
営
方
針

を
教
育
委
員
会
お
よ
び
学

校
と
協
議
し
、
教
室
を
開

放
し
た
い
。

② 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
早

期
導
入
実
現
へ
大
い
に
期

待
す
る
。
小
豆
島
、島
し
ょ

部
の
実
情
を
十
分
に
県
に

伝
え
る

③ 

国
産
液
体
ミ
ル
ク
は

３
月
11
日
に
新
発
売
さ
れ

た
ば
か
り
で
あ
る
。
認
知

度
が
上
が
り
、
安
全
面
の

不
安
が
払
拭
さ
れ
広
く
普

及
し
、
各
自
治
体
も
備
蓄

品
と
し
て
検
討
し
て
い
く

と
思
う
が
、
本
町
と
し
て

も
使
用
し
た
人
の
評
判
を

加
味
し
た
上
で
検
討
す

る
。
現
状
は
ス
テ
ィ
ッ
ク

タ
イ
プ
の
粉
ミ
ル
ク
を
備

蓄
し
て
い
る
。

柴田　初子議員

発売された液体ミルク

大
規
模
災
害
時
の

　
　
　
　

防
災
・
減
災
対
策
は

町
「
液
体
ミ
ル
ク
の

　
　
　
　
　
　
備
蓄
、
検
討
す
る
」
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観
光
の
案
内
標
識
の
整
備
は

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
関
し
て

町
「
英
語
表
記
・
標
識
自
体
の
撤
去
も

　
　
　
　
あ
わ
せ
て
計
画
的
に
改
修
し
て
い
く
」

町
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
意
見
や
各
種
団
体
の

　
　
　
　
意
見
を
伺
い
、
農
用
地
の
区
域
を
定
め
る
」

け
ら
れ
る
。
観
光
地
の
イ

メ
ー
ジ
に
は
好
ま
し
く
な

い
。

　

一
部
の
改
修
や
撤
去
等

は
実
施
し
て
い
る
が
、
早

速
対
応
に
つ
い
て
小
豆
島

観
光
協
議
会
と
相
談
の
う

え
、
英
語
表
記
・
標
識
自

体
の
撤
去
も
あ
わ
せ
て
計

画
的
に
改
修
し
て
い
く
。

森口　久士議員

傷んだ観光の案内標識

質
問　
「
農
地
の
有
効
利
用

や
農
業
の
振
興
に
関
す
る

施
策
を
大
き
な
計
画
と
し

て
ま
と
め
、
農
業
の
健
全

な
発
展
を
め
ざ
す
」
と
あ

る
が
、
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
、
有
害
鳥
獣
の
被
害

等
の
理
由
で
耕
作
放
棄
地

と
な
る
。
解
消
す
る
た
め

の
、
今
後
の
対
応
は
。

答
弁　

農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
の
策
定
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
意
見
を
勘

案
し
、
農
業
関
係
団
体
で

構
成
す
る
農
業
振
興
地
域

対
策
協
議
会
、
農
業
委
員

会
・
農
業
協
同
組
合
の
意

見
を
伺
い
、
農
用
地
の
区

域
を
定
め
る
。

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に

は
、
有
害
鳥
獣
の
対
策
の

ほ
か
、
新
規
就
農
者
へ
の

支
援
等
の
担
い
手
確
保
や

農
地
集
積
、
単
県
事
業
と

な
っ
た
荒
廃
農
地
利
活
用

促
進
事
業
等
各
種
の
事
業

等
を
複
合
的
に
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。
関
係
団
体

と
連
携
し
、
農
地
の
有
効

活
用
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問　

か
な
り
傷
ん
だ
観

光
の
案
内
標
識
が
数
多
く

見
ら
れ
る
。
い
つ
ご
ろ
ど

の
よ
う
な
内
容
で
整
備
さ

れ
る
の
か
。

答
弁　

経
年
劣
化
に
よ
り
、

表
示
が
剥
が
れ
た
も
の
や

一
部
さ
び
た
も
の
が
見
受

質
問　

小
豆
島
町
の
文
化
・

伝
統
で
あ
る
太
鼓
台
や
農

村
歌
舞
伎
、
幟
さ
し
、
安

田
踊
り
な
ど
を
世
界
に
向

け
た
情
報
発
信
の
１
つ
と

し
て
は
。
以
前
に
秋
祭
り

を
記
録
し
た
映
像
が
あ
っ

た
と
思
う
が
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し
を
計

画
し
て
い
る
そ
う
な
の

で
、
そ
こ
で
文
化
・
伝
統

の
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
放

映
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

東
京
小
豆
島
会
創
立
百

周
年
記
念
事
業
と
し
て
明

治
神
宮
で
太
鼓
台
奉
納
を

行
っ
た
事
が
あ
る
そ
う
だ

が
、
姉
妹
都
市
の
茨
木
市

や
交
流
の
あ
る
神
戸
市
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
で
太

鼓
台
の
演
舞
を
行
っ
て
は
。

答
弁　

歴
史
文
化
基
本
構

想
策
定
事
業
は
町
内
の
歴

史
、
文
化
を
総
合
的
に
把

握
し
て
、
保
存
方
法
や
活

用
方
法
を
策
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

そ
の
策
定
作
業
に
お
い

て
情
報
発
信
を
検
討
し
て

い
く
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
動

画
へ
の
対
応
は
可
能
で
あ

る
。
記
録
媒
体
が
い
ろ
い

ろ
あ
る
の
で
確

認
が
必
要
だ
。

　

太
鼓
台
の
茨

木
市
や
神
戸
市

で
の
演
舞
は
、

町
の
魅
力
の
情

報
発
信
の
ほ
か

地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
推

進
や
郷
土
愛
の

醸
成
に
有
効
な

手
段
だ
と
思

う
。
実
現
に
向

け
た
い
ろ
ん
な

課
題
を
解
決
す

る
に
は
、
太
鼓

台
を
持
っ
て
行
く
地
域
の

熱
意
と
受
け
入
れ
る
側
の

熱
意
が
な
け
れ
ば
難
し
い

の
で
は
な
い
か
。

藤本　傳夫議員

小
豆
島
の
文
化
伝
統
を

　
　
　

世
界
に
向
け
て
発
信
を

町
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
事
業
に
　
　

　
　
　
　
お
い
て
情
報
発
信
を
検
討
し
て
い
く
」亀山八幡宮例大祭
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質
問　

20
年
後
の
小
豆
島

町
の
人
口
に
つ
い
て
、
高

齢
化
率
51
％
・
予
測
人
口

８
８
０
０
人
余
り
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
過
疎
・
少

子
化
対
策
は
一
行
政
機
関

で
は
難
題
と
は
思
う
が
、

他
市
町
で
は
、
休
憩
施
設

「
道
の
駅
」
が
人
集
め
、

地
域
活
性
化
の
新
た
な
拠

点
と
な
り
、
な
か
で
も
、

住
民
参
加
の
併
設
、農
産
・

魚
介
類
の
直
売
所
や
、
そ

の
地
場
産
品
で
の
飲
食
施

設
が
人
気
を
呼
び
、
新
た

な
職
場
の
提
供
と
相
ま
っ

て
、「
地
域
の
に
ぎ
わ
い
・

活
性
化
」
を
も
た
ら
し
、

結
果
的
に
人
口
増
に
つ
な

が
っ
た
と
。

　

残
念
な
が
ら
、
当
地
の

道
の
駅
に
は
、
地
域
を
巻

設
等
の
縮
小
、
廃
業
に
よ

り
、
点
と
線
で
結
ば
れ
て

い
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
寸

断
さ
れ
、
高
齢
化
社
会
で

の
、
生
活
基
盤
の
維
持
管

理
は
困
難
を
き
わ
め
、
日

常
生
活
で
の
公
共
交
通
の

重
要
性
は
増
し
て
い
る
。

　

新
料
金
制
度
に
よ
り
、

オ
リ
ー
ブ
バ
ス
の
利
用
客

が
１
・
７
倍
に
な
っ
た
と

聞
く
が
、
運
賃
上
限
３
０

０
円
や
、
補
助
金
に
よ
る

通
学
定
期
券
の
軽
減
措
置

等
、
そ
の
料
金
体
制
を
含

め
た
補
助
制
度
の
も
と

で
、
今
後
の
運
用
・
運
営

状
況
の
展
望
は
。

　

ま
た
、
先
の
「
小
学
生

議
会
」
で
指
摘
の
あ
っ
た
、

他
の
交
通
機
関
と
の
ア
ク

セ
ス
の
と
れ
た
運
行
ダ
イ

ヤ
へ
の
対
応
は
。

答
弁　

平
成
26
年
、
公
共

交
通
に
関
す
る
法
律
「
活

性
化
再
生
法
」
が
改
正
さ

れ
、
そ
れ
を
機
に
島
の
公

共
交
通
体
系
の
抜
本
的
見

直
し
を
図
り
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

利
用
状
況
で
は
、
学
生

定
期
券
37
％
、
フ
リ
ー
乗

車
券
で
は
再
編
前
対
比
、

２
・
５
倍
に
な
る
な
ど
安

定
し
た
経
営
基
盤
の
構
築

に
寄
与
し
て
い
る
。

　

料
金
体
系
を
含
め
た
、

き
込
ん
だ
活
動
、
ま
た
魅

力
に
乏
し
く
、
今
後
の
活

用
、
新
た
な
拠
点
づ
く
り

が
望
ま
れ
る
の
で
は
。

　

島
へ
の
昨
年
の
入
込
観

光
客
は
１
０
６
万
人
、
単

純
に
計
算
し
て
も
一
日

２
９
０
０
人
の
往
来
が
あ

る
な
か
で
、
こ
れ
を
国
内

版
、
島
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
と
と
ら
え
れ
ば
、
町
の

活
力
づ
く
り
に
は
十
分
な

人
数
と
思
え
る
が
、
新
た

な
取
り
組
み
に
活
用
で
き

な
い
か
。

答
弁　

小
豆
島
の
最
大
の

課
題
は
人
口
減
少
と
少

子
・
高
齢
化
で
あ
り
、
こ

の
課
題
、
難
題
は
容
易
に

克
服
で
き
な
い
が
、
施
政

方
針
で
も
述
べ
た
、
人
口

減
を
少
し
で
も
ゆ
る
や
か

に
、
人
が
集
い
元
気
な
町

づ
く
り
に
今
後
も
鋭
意
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

２
カ
所
あ
る
「
道
の
駅
」

は
現
在
、
施
設
独
自
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
に
取
り
組

む
べ
く
、
瀬
戸
内
芸
術
祭

質
問　

昨
年
、
伺
っ
た
庁

舎
跡
地
の
活
用
と
付
帯
工

事
だ
が
、
そ
の
地
が
陸
上

交
通
の
結
節
点
で
あ
り
、

住
民
が
日
常
生
活
す
る
う

え
で
の
要
衝
の
地
で
あ
る

こ
と
。

　

付
帯
工
事
で
あ
る
バ
ス

停
、
通
学
用
駐
輪
場
、
公

衆
ト
イ
レ
等
、
先
の
交
通

弱
者
へ
の
一
日
も
早
い
対

応
が
望
ま
れ
る
の
で
は
。

答
弁　

旧
内
海
庁
舎
の
現

況
に
つ
い
て
は
、
31
年
度

に
お
い
て
庁
舎
と
消
防
旧

分
署
を
解
体
、
撤
去
の
計

今
後
の
展
望
と
し
て
は
公

共
交
通
を
小
豆
島
の
社
会

資
本
と
位
置
づ
け
、
バ
ス

事
業
者
、
土
庄
町
と
一
体

と
な
り
、
持
続
可
能
な
公

共
交
通
の
実
現
を
図
り
た

い
。

小
学
生
議
会
で
の
他
の
交

通
機
関
と
の
ア
ク
セ
ス
の

と
れ
た
運
行
ダ
イ
ヤ
に
関

質
問　

近
年
、
過
疎
地
で

の
企
業
、
団
体
、
商
業
施

に
お
い
て
地
域
資
源
を
活

用
し
た
マ
ル
シ
ェ
の
開
催

等
、
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
開

催
を
計
画
し
て
い
る
。

　

年
間
１
０
０
万
人
を
超

え
る
観
光
客
は
、
指
摘
の

通
り
国
内
版
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
で
あ
り
、
こ
の
上
な
い

小
豆
島
フ
ァ
ン
の
皆
様

で
、
今
後
、
移
住
・
定
住
、

ひ
い
て
は
社
会
増
に
転
じ

る
可
能
性
も
あ
り
、
施
政

方
針
で
掲
げ
た
５
本
の
柱

に
沿
っ
た
各
種
施
策
を
着

実
に
進
め
、
に
ぎ
わ
い
創

出
、
町
の
活
性
化
に
努
め

た
い
。

画
で
あ
る
が
、指
摘
の
通
り
、

当
地
は
、
福
田
・
坂
手
・

土
庄
方
面
へ
と
向
か
う
交

通
の
要
衝
の
地
で
あ
り
、

金
融
機
関
、
大
型
店
舗
等
、

日
常
生
活
で
の
町
民
の
重

要
な
場
所
で
も
あ
る
。

　

活
用
に
つ
い
て
は
、
行

財
政
改
革
を
進
め
る
う
え

で
、
こ
の
地
を
町
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
く
れ
る
企

業
等
が
あ
れ
ば
、
売
却
す

る
こ
と
も
踏
ま
え
、
付
帯

工
事
と
合
わ
せ
た
、
町
民

の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
利
用
方
法
を
早
急
に
検

討
し
た
い
。

し
て
は
、
即
日
、
オ
リ
ー

ブ
バ
ス
会
社
に
ダ
イ
ヤ
見

直
し
検
討
の
申
し
入
れ
を

行
っ
た
が
、
島
内
６
カ
所

あ
る
港
と
接
続
す
る
特
異

な
環
境
下
で
の
事
情
も
あ

り
、
地
域
の
要
望
、
関
係

機
関
と
の
調
整
、
協
議
を

重
ね
た
い
と
の
返
答
を
頂

い
て
い
る
。

町
「
民
間
企
業
へ
の
売
却
も
視
野
に
付

帯
工
事
と
合
わ
せ
た
有
効
活
用
を
図
り

た
い
」

森　　弘章議員

過
疎
・
移
住
者
対
策
で
の

　
「
に
ぎ
わ
い
の
創
設
・
町
の
活
性
化
」
を

旧
内
海
庁
舎
跡
地
の
そ
の
後
の
活
用

計
画
と
付
帯
工
事
の
進
捗
状
況
は

町
「
施
政
方
針
で
掲
げ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
実
行
を
も
っ
て
、鋭
意
こ
た
え
た
い
」

過疎・高齢化社会での
交通弱者への対応は
町「公共交通は島の社会的資本
と位置づけ３者共同体での持続
可能な、よりよい運営を目指す」
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27
年
度
処
分
場
へ
の
搬

入
量
は
６
３
９
㌧
に
対

し
、
現
在
は
５
、６
㌧
と

１
０
０
分
の
１
で
多
く
が

各
家
庭
の
倉
庫
に
眠
っ
て

い
る
か
、
不
法
投
棄
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

無
料
臨
時
収
集
の
再
開
は
。

質
問　

27
年
６
月
か
ら
開

始
さ
れ
た
大
型
ご
み
有
料

収
集
の
現
状
は
。
最
近
、

町
内
の
田
畑
、
山
林
へ
の

大
型
ご
み
の
放
置
、
不
法

投
棄
が
起
こ
っ
て
い
る
。　

有
料
回
収
が
果
た
し
て
こ

れ
で
良
い
の
か
。

答
弁　

27
年
６
月
か
ら
開

始
の
個
別
回
収
は
ご
み
の

排
出
抑
制
、
再
生
利
用
の

促
進
、
廃
棄
物
処
理
コ
ス

ト
に
対
す
る
住
民
意
識
の

改
革
を
目
的
と
し
、
高
齢

者
世
帯
の
排
出
負
担
も
配

慮
し
て
の
導
入
で
あ
る
。

　

不
法
投
棄
に
つ
い
て

は
、
制
度
導
入
の
前
後
で

発
生
件
数
に
大
き
な
変
わ

り
は
な
い
。
現
状
の
発
生

件
数
は
町
内
で
年
間
10
件

り
、
屯
所
設
置
が
最
適
と

考
え
て
い
る
。

　

公
民
館
へ
の
設
置
は
予

算
の
都
合
も
あ
り
今
後
検

討
し
た
い
。

未
満
で
あ
る
。
ま
た
、
最

終
処
分
場
の
逼
迫
す
る
現

状
で
は
、
排
出
抑
制
に
努

め
る
必
要
も
あ
り
、
無
料

臨
時
収
集
の
再
開
は
困
難

と
考
え
て
い
る
。

入園児激減の幼稚園

公民館への設置は

大川　新也議員

質
問　

小
学
校
、
幼
・
保

集
約
に
つ
い
て
就
任
時
に

は
「
再
検
討
」
ま
た
９
月

議
会
で
は
「
幅
広
く
丁
寧

に
意
見
を
聞
き
議
論
を
深

め
、
早
い
時
期
に
議
会
へ

も
相
談
す
る
」
今
回
の
所

信
表
明
で
は
「
今
す
ぐ
取

り
組
む
べ
き
こ
と
、
将
来

を
見
据
え
検
討
す
る
こ
と

を
見
極
め
る
」
と
あ
る
。

　

こ
の
間
、
何
度
の
会
合

を
開
き
、
ど
の
よ
う
な
意

見
が
出
た
の
か
。
議
会
に

は
一
度
の
相
談
も
な
い
が
。　

　

新
年
度
内
海
地
区
の
幼

稚
園
新
入
園
者
は
星
城

３
、
安
田
３
、
苗
羽
３
、

旭
３
と
聞
い
て
い
る
。
幼

保
集
約
は
子
ど
も
の
こ
と

を
考
え
て
今
す
ぐ
取
り
組

む
べ
き
と
思
う
が
。
ま
た

手
狭
な
内
海
保
育
所
の
現

状
は
。

答
弁　

小
学
校
の
統
合
に

関
し
、
全
て
の
幼
稚
園
・

保
育
所
・
私
立
認
定
こ
ど

も
園
へ
出
向
き
、
計
８
回

会
合
を
開
催
、
保
護
者
か

ら
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
。

　

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
等
の
問
題
が
多
い

た
め
２
年
前
に
示
し
た
統

合
認
定
こ
ど
も
園
案
は
地

元
の
意
見
も
あ
り
、
中
止

に
な
っ
た
。

　

土
曜
日
が
休
み
、
土
日

行
事
に
対
す
る
振
休
等
教

育
施
設
特
有
の
仕
組
み
が

あ
り
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

全
て
に
す
ぐ
に
お
応
え
で

き
る
幼
稚
園
へ
の
改
革
は

難
し
い
。
今
後
は
仕
組
み

変
更
を
検
討
し
た
い
。

　

内
海
保
育
所
に
つ
い
て

は
定
員
40
人
で
あ
り
、
26

年
度
末
に
61
人
入
所
で
手

狭
状
態
で
あ
っ
た
が
、
30

年
度
末
は
38
人
と
落
ち
着

い
た
の
か
と
思
う
。

急
ぐ
べ
き
で
は
、
幼
・
保
集
約

町「
早
急
な
幼
・
保
改
革
は
難
し
い
」

大
型
ご
み
無
料
収
集
の
復
活
は

町
内
公
共
施
設
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
は

町「
無
料
臨
時
収
集
の
再
開
は
困
難
」

町「
ま
ず
は
各
消
防
屯
所
へ
配
備
す
る
」

質
問　

先
月
夜
間
に
土
庄

町
の
体
育
施
設
に
て
、
若

年
者
が
運
動
中
に
心
肺
停

止
状
態
と
な
り
、
設
置
さ

れ
て
い
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
で

一
命
を
取
り
止
め
た
。
緊

急
時
の
初
期
対
応
の
重
要

性
を
痛
感
し
た
。

　

土
庄
町
に
は
各
公
民
館

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
当
町
の

設
置
状
況
、
今
後
公
民
館

等
へ
の
設
置
予
定
は
。

答
弁　

町
内
公
共
施
設
へ

の
設
置
数
は
約
20
カ
所
、

民
間
施
設
に
は
30
カ
所
ほ

ど
設
置
し
て
い
る
。

　

今
後
国
の
補
助
金
を
活

用
し
て
、
ま
ず
は
町
内
の

消
防
屯
所
へ
の
配
備
を
予

定
し
て
い
る
。

　

理
由
と
し
て
は
、
常
に

原
則
的
に
施
錠
さ
れ
て
い

な
い
屯
所
、
ま
た
ほ
と
ん

ど
の
消
防
団
員
が
救
命
救

急
講
習
を
受
講
し
て
お
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質
問　

原
材
料
支
給
事
業

に
つ
い
て
は
、
災
害
指
定

地
域
内
で
地
元
自
治
会
が

必
要
と
考
え
る
場
合
、
民

地
要
件
を
外
し
た
形
で
採

択
さ
れ
る
よ
う
に
す
べ
き

だ
。

答
弁　

原
材
料
支
給
制
度

は
、
小
豆
島
町
原
材
料
支

給
要
綱
に
基
づ
き
、
里
道

や
水
路
と
い
う
法
定
外
公

共
物
等
の
維
持
管
理
に
必

要
な
材
料
の
費
用
を
自
治

会
等
に
補
助
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

合
併
前
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

の
旧
町
で
実
施
し
て
い
た

制
度
を
引
き
継
い
だ
も
の

で
、
制
度
開
始
当
初
は
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
け
の
支

給
で
あ
っ
た
が
、
平
成
17

年
度
よ
り
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
あ
わ
せ
て
、
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
以
外
の
材
料
の
支

給
も
で
き
る
よ
う
社
会
情

勢
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
併

せ
て
制
度
改
正
を
柔
軟
に

行
っ
て
き
た
。

　

公
共
用
地
だ
け
で
な
く

防
災
対
策
に
関
す
る
も
の

は
民
有
地
も
新
た
に
対
象

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
、
今
後

検
討
し
た
い
。

質
問　

小
豆
島
中
央
病
院

は
島
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
存
在
で
あ
る
が
、
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
く
の
か
。

答
弁　

ま
ち
づ
く
り
に
は
、

医
療
と
い
う
基
盤
を
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
基
盤
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
小
豆
島
町
は
も
と
よ

り
、
小
豆
島
全
体
の
発
展

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
、
小
豆
島
中
央
病
院
の

経
営
状
況
は
芳
し
く
な
い

が
、
こ
の
小
豆
島
か
ら
医

療
が
な
く
な
る
と
い
う
事

態
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。

　

小
豆
島
中
央
病
院
、
ま

た
土
庄
町
を
初
め
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
よ
り
一

層
強
化
し
、
経
営
改
善
に

向
け
で
き
る
限
り
の
財
政

支
援
、
特
に
人
的
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　

連
絡
調
整
会
議
を
こ
れ

ま
で
は
年
に
２
、３
回
と

い
う
こ
と
で
、
２
町
が
意

見
を
し
、
協
議
を
し
て
き

た
が
、
昨
年
の
10
月
以
降

は
、
毎
月
１
回
開
催
を
し

て
い
る
。

　

現
実
に
は
２
町
立
の
病

院
で
、
積
極
的
に
関
与
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
、
い
ろ
ん
な
面
で
協
力

し
て
い
き
た
い
。

　

２
町
長
と
企
業
長
と
の

会
議
も
、
昨
年
11
月
か
ら

は
毎
月
３
者
懇
談
が
持
た

れ
、
ト
ッ
プ
の
意
思
疎
通

も
図
り
な
が
ら
病
院
の
経

営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

最
近
、
児
童
虐
待

に
関
す
る
報
道
が
多
く
さ

れ
て
い
る
が
、
町
で
は
ど

の
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

対
応
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

児
童
相
談
所
に
よ

る
児
童
虐
待
対
応
件
数
は

年
々
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
、
社
会
全
体

で
解
決
す
べ
き
深
刻
な
課

題
と
認
識
を
し
て
い
る
。

　

本
町
は
、
平
成
23
年
11

月
に
作
成
し
た
小
豆
島
町

児
童
虐
待
対
応
の
手
引
き

に
よ
り
、
ま
た
、
学
校
現

場
で
は
香
川
県
教
育
委
員

会
が
平
成
21
年
８
月
に
作

成
し
た
学
校
向
け
児
童
虐

待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ

り
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
、
虐
待
の
未
然
防

止
、
早
期
発
見
、
早
期
対

応
に
努
め
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
小
豆
島
中
央

病
院
、
学
校
や
保
健
所
、

警
察
署
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
る
た
め
、
小

豆
島
町
虐
待
防
止
等
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
を
組
織

し
、
情
報
の
共
有
、
個
別

会
議
、
研
修
会
の
実
施
な

ど
に
努
め
て
い
る
。

　

児
童
を
虐
待
か
ら
守
る

に
は
未
然
防
止
、
早
期
発

見
、
早
期
対
応
が
何
よ
り

重
要
だ
と
考
え
、
適
切
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。

小豆島中央病院とのかかわりを

舗装が必要な道

安井　信之議員

町
「
今
後
検
討
し
た
い
」

原
材
料
支
給
事
業
の

　
　
　

採
択
要
件
の
見
直
し
を

小
豆
島
中
央
病
院
へ
の

　
　
　
　
　
　

か
か
わ
り
方
は

町
「
財
政
支
援
、
特
に
人
的
支
援
を

　
　
　
　
　
　
　
　
行
っ
て
い
き
た
い
」

ＤＶ・児童虐待の対応は

町「早期発見、早期対応に
　　　　　　　　努めている」
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森　　　崇議員

質
問　

先
日
の
新
聞
に
日

本
の
年
休
取
得
率
は
世
界

で
最
下
位
と
載
っ
て
い
ま

し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
・
ド
イ

ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
香
港
・

ス
ペ
イ
ン
・
タ
イ
が

１
０
０
％
で
イ
ギ
リ
ス

96
％
、
ア
メ
リ
カ
71
％
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
70
％
で

日
本
は
世
界
最
低
の
50
％

だ
っ
た
。
上
司
の
年
休
に

対
す
る
考
え
方
も
影
響
し

て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い

た
。
前
回
の
町
の
答
弁
は

「
各
課
に
任
せ
て
い
る
」

で
し
た
が
不
十
分
だ
と
思

う
。
昭
和
54
年
か
ら
の
週

休
２
日
制
も
世
界
か
ら
日

答
弁　

小
豆
島
の
最
大
の

課
題
は
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
だ
が
決
し
て
容
易

で
は
な
い
。
明
る
い
未
来

は
自
分
た
ち
の
知
恵
と
力

を
結
集
し
て
ゆ
く
決
意
こ

そ
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
は
私
が
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
町
職

員
一
丸
と
な
り
「
明
る
い

未
来
」
を
切
り
開
い
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

　

東
京
・
幕
張
で
ト
レ
ー

ド
シ
ョ
ー
が
あ
っ
た
が
若

い
人
た
ち
が
夜
中
の
１
時

ま
で
何
回
も
議
論
し
て
き

た
。
そ
の
地
域
の
地
場
産

業
に
勤
め
る
後
継
者
、
ま

た
営
業
マ
ン
、
そ
う
い
っ

た
方
々
の
共
通
点
は
現
状

に
対
す
る
危
機
感
が
あ
っ

て
の
取
り
組
み
か
と
思
う
。

本
に
広
が
っ
て
き
た
。
世

界
的
、
国
民
的
課
題
で
改

善
す
べ
き
だ
。

答
弁　

仕
事
を
頑
張
る
に

は
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
が
大
切

だ
。
一
昨
年
の
年
休
は
平

均
７
・
６
日
、
消
化
率

38
％
で
不
十
分
だ
。

　

計
画
年
休
な
ど
を
含
め

て
休
み
が
取
り
や
す
い
職

場
環
境
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

祝
日
は
日
本
が
抜
き
ん

で
て
多
い
よ
う
だ
。
し
か

し
各
国
の
休
日
数
状
況
が

分
か
ら
な
い
の
で
有
給
休

暇
だ
け
で
は
判
断
が
難
し

い
と
思
う
。

　

夏
季
特
別
休
暇
３
日
を

現
状
の
７
月
取
得
を
改
善

し
６
月
か
ら
に
す
る
計
画

で
あ
る
。

質
問　

昔
の
人
た
ち
は
約

30
年
か
け
て
１
２
０
㌔
も

の
猪
鹿
垣
を
自
普
請
で
作

り
人
間
と
鳥
獣
の
住
み
分

け
を
し
た
。
池
田
の
長
崎

な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
、
政
府
も
豚
コ
レ

ラ
問
題
で
揺
れ
動
い
て
い

る
。
町
は
解
決
の
た
め
、

里
村
共
生
室
を
作
っ
た
と

思
う
し
、
小
豆
島
で
も
け

が
を
し
た
人
が
い
る
。
私

も
放
置
で
き
な
い
と
思
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を

作
っ
た
が
何
も
で
き
て
い

な
い
。
日
本
の
猪
鹿
垣
の

本
も
出
て
い
る
。
勉
強
会

も
必
要
だ
。

質
問　

町
長
の
施
策
方
針

に
も
あ
る
が
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
小
豆
島

全
体
で
１
年
に
５
０
０
人

人
口
が
減
っ
て
い
る
。
10

年
で
５
千
人
減
少
が
起
こ

る
し
、
規
制
緩
和
は
大
手

の
会
社
の
み
が
有
利
に
な

り
地
方
の
商
店
は
疲
弊
す

る
一
方
で
あ
る
。
当
時
酒

屋
さ
ん
が
全
国
で
１
５
０

人
自
殺
さ
れ
た
の
を
忘
れ

ら
れ
な
い
。
頼
り
に
し
て

い
る
合
併
特
例
債
も
来
年

ま
で
の
中
、
小
豆
島
の
未

来
を
共
に
考
え
な
く
て
は

と
思
う
。
私
た
ち
の
進
む

道
は
非
常
に
狭
い
と
思

う
。
若
い
人
た
ち
は
今
ど

ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る

の
か
と
も
思
う
。
町
の
考

え
は
。

答
弁　

野
生
鳥
獣
被
害
の

深
刻
化
・
広
域
化
に
対
し

「
捕
獲
・
防
護
・
環
境
づ

く
り
」
の
強
化
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中

で
も
猪
と
鹿
の
捕
獲
実
施

隊
員
の
尽
力
で
大
幅
に
効

果
を
上
げ
て
い
る
が
減
少

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

む
環
境
づ
く
り
が
ポ
イ
ン

ト
で
、
そ
の
後
の
管
理
も

大
切
で
あ
る
。
町
職
員
は

鳥
獣
害
防
止
の
た
め
の
煙

火
や
花
火
等
の
講
習
を
受

け
て
い
る
。

長崎の猪鹿垣

町
職
員
の
年
次
有
給
休
暇
の

　
　
　
　
　
　

改
善
に
つ
い
て

町
「
休
み
が
取
り
や
す
い

　
　
　
　
職
場
環
境
に
努
め
た
い
」

町
「
環
境
づ
く
り
が
ポ
イ
ン
ト
で
、

　
　
　
そ
の
後
の
管
理
も
大
切
で
あ
る
」

町
「
知
恵
と
力
を
結
集
し
て
ゆ
く

　
　
　
決
意
こ
そ
欠
く
こ
と
が
出
来
な
い
」

現
代
版
「
猪
鹿
垣
」
に
つ
い
て

小
豆
島
の
明
る
い
未
来
に
つ
い
て
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質
問　

通
院
困
難
者
支
援

事
業
で
月
２
枚
の
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
助
成
が

あ
る
が
、
月
２
枚
で
は
足

り
な
い
し
、
買
い
物
な
ど

に
も
利
用
し
た
い
と
い
う

声
が
あ
る
が
改
善
は
で
き

な
い
か
。

　

ま
た
、
障
害
者
や
要
介

護
者
以
外
の
交
通
弱
者
へ

の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の

補
助
な
ど
の
施
策
も
検
討

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

動
向
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
均
等
割
減
免
の

検
討
実
施
を
求
め
る
。

答
弁　

引
き
続
き
国
の
検

討
状
況
等
を
含
め
、
そ
の

動
向
を
注
視
し
、
情
報
収

集
に
努
め
た
い
。

答
弁　

平
成
31
年
度
は
ニ

ー
ズ
調
査
を
行
い
、
広
く

意
見
を
い
た
だ
き
、
す
く

す
く
子
育
ち
応
援
次
期
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
に

取
り
組
み
、
子
育
て
支
援

を
充
実
さ
せ
た
い
。

　

県
下
で
２
番
目
に
安
い

保
育
料
、
全
額
免
除
も
あ

る
奨
学
金
制
度
、
高
校
通

学
定
期
助
成
制
度
な
ど
多

彩
な
支
援
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
出
産
祝
い
金
を
実

施
す
る
考
え
は
な
い
。

答
弁　

交
通
弱
者
へ
の
支

援
は
、
運
転
免
許
返
納
者

へ
の
バ
ス
チ
ケ
ッ
ト
の
助

成
、
軽
度
家
事
支
援
事
業
、

ま
た
商
工
会
が
実
施
す
る

移
動
販
売
に
対
す
る
支
援

等
に
よ
り
施
策
の
充
実
を

図
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
施

策
の
効
果
や
利
用
者
の
実

態
等
を
検
証
の
上
、
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質
問　

安
倍
首
相
の
９
条

改
憲
論
は
、
９
条
１
、２
項

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
自
衛

隊
を
書
き
込
む
と
い
う
も

の
で
、
そ
の
狙
い
は
戦
力

不
保
持
を
規
定
し
た
２
項

を
死
文
化
さ
せ
、
海
外
で

の
武
力
行
使
を
無
制
限
に

可
能
に
す
る
こ
と
。
そ
う

し
た
も
と
で
、
適
齢
者
名

簿
を
強
制
的
に
提
出
さ
せ

る
こ
と
は
、
若
者
を
戦
場

に
強
制
動
員
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
本
町
で
は

本
人
の
同
意
な
く
自
衛
隊

に
名
簿
が
提
供
さ
れ
て
い

る
。
自
衛
隊
法
施
行
令
は

自
治
体
が
自
衛
官
募
集
の

広
報
な
ど
を
行
う
こ
と
を

定
め
て
は
い
る
も
の
の
、

名
簿
提
出
に
関
し
て
は
、

自
治
体
に
応
じ
る
義
務
は

質
問　

全
国
で
も
、「
子
育

て
支
援
に
逆
行
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
国
保
税
の
子

ど
も
の
均
等
割
を
独
自
に

減
免
す
る
自
治
体
が
広

が
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ

て
い
る
本
町
で
も
、
国
の

質
問　

施
政
方
針
で
さ
ら

な
る
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
と
言
わ
れ

た
が
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。　　
　
　
　
　
　

例
え
ば
、
第
３
子
出
生
時

に
エ
ン
ゼ
ル
祝
い
金
と
し

て
10
万
円
を
支
給
し
て
い

る
土
庄
町
な
ど
、
県
下
で

は
２
市
５
町
に
出
産
祝
い

金
制
度
が
あ
る
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
出

産
祝
い
金
制
度
を
検
討
で

き
な
い
か
。

な
い
。
個
人
情
報
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
権
を
保
護
す
る

観
点
か
ら
、
本
人
同
意
な

し
の
名
簿
提
供
を
直
ち
に

や
め
る
べ
き
だ
。

答
弁　

個
人
情
報
保
護
条

例
で
は
、
国
の
機
関
が
事

務
ま
た
は
業
務
の
遂
行
に

必
要
な
限
度
で
個
人
情
報

を
利
用
し
、
か
つ
利
用
す

る
こ
と
に
相
当
な
理
由
が

あ
る
と
き
は
、
個
人
情
報

を
提
供
で
き
る
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。

　

自
衛
隊
は
信
頼
で
き
る

国
の
機
関
で
あ
り
、
情
報

漏
え
い
や
悪
用
は
考
え
ら

れ
ず
、
純
粋
に
自
衛
官
募

集
へ
の
協
力
が
求
め
ら
れ

れ
ば
、
今
後
も
情
報
を
提

供
す
る
。

交
通
弱
者
へ
の
支
援
充
実
を

国
保
税
の
子
ど
も
の
均
等
割
減
免
を

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
は
や
め
よ

出
産
祝
い
金
の
検
討
を

町
「
施
策
の
効
果
等
を
検
証
し
て
検
討
」

町
「
国
の
動
向
を
見
て
い
く
」

町
「
今
後
も
提
供
す
る
」

町
「
実
施
す
る
考
え
は
な
い
」

鍋谷真由美議員

タクシー助成券（見本）
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弓木　咲來
ゆみ き さ く ら

議員
（池田）

答弁　多くの人に利用してもらえるよう考えて
いるが、車両の台数や運転手の人数には限りが
ある。今後、時間帯を見直しする際の貴重な意
見として、バス会社にはしっかりと報告する。

質問　中山の路線バスにつ
いて、増便やダイヤの見直
しをすると、住民や観光客
のためになると思うが、そ
の計画はあるのか。

岡田　彩楽
お か だ さ　 ら

議員
（池田）

答弁　街灯の設置は自治会にお願いしており、
整備する計画はない。町としては設置した街灯
の電気代の一部補助や、軒先などに設置する防
犯灯の設置に対する助成を行っている。

質問　夜暗くなってきて外
に出ると、街灯が少なく真
っ暗で怖いときがある。池
田全域に街灯を整備する計
画はあるのか。

森　　大和
もり や ま と

議員
（池田）

答弁　町では「津波ハザードマップ」を作成し
全家庭に配布している。津波が発生した時の避
難場所について記載しており、そちらに避難し
ていただくようになる。

質問　南海トラフ地震が起
き、大きな津波が来ても大
丈夫な場所はあるのか。ま
た、そのような計画はある
のか。

西田　彩乃
に し だ あ や の

議員
（星城）

答弁　小豆島高校が初めて甲子園に出場した
時、サン・オリーブを会場に、パブリックビュ
ーイングを行った。町民参加型の貴重な意見と
して参考とさせていただく。

質問　東京オリンピック・
パラリンピックに合わせ
て、パブリックビューイン
グ会場をつくってはどう
か。

鎌田　茉佑
か ま だ ま　 ゆ

議員
（星城）

答弁　新しく開業する方や新規の事業を始める
方に費用の一部を助成している。また、若い人
を中心に、経営を勉強する塾を開き、島の将来
を背負っていく人材育成に力を入れている。

質問　小豆島のブランド化
などの小豆島をアピールす
る仕事を支援すれば、新し
い職場づくりにつながり、
若い世代の島離れの改善に
つながると思うがどうか。

𠩤田亜生琉
はら だ あ　い　る

議員
（星城）

答弁　小豆島観光協会のHPで島の自然や伝統
文化等を動画公開している。町でもＳＮＳで情
報発信をしたり、ＦＭ香川にブログやラジオで
情報発信を行ってもらっている。

質問　小豆島をアピールして
観光客が訪れ、その方たちが
ＳＮＳで情報発信すれば、相
乗効果が期待できる。小豆島
をアピールする企画はどう考
えているのか。

池田・星城小学校の
小学生議員の皆さん

町内４小学校による

小学生議会
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植田　快晴
うえ だ かいせい

議員
（安田）

安田・苗羽小学校の
小学生議員の皆さん

答弁　ループバスは観光路線として便利だが、
経費が必要である。バスのダイヤは、時間帯を
見直す際の意見としてバス会社に報告する。高
速艇は今のところ復活するとは聞いていない。

質問　島を一周するループ
バスは出来ないか。船の乗
客がバスに乗るまで待って
いただけないか。草壁の高
速艇の復活はあるのか。

佐々木花凜
さ さ き か りん

議員
（安田）

答弁　野外シアターを行うとすれば、町ではい
ろいろな候補地があるが、ふるさと村のイベン
ト広場がいいのではないか。貴重な提案として
参考にさせていただく。

質問　小豆島のきれいな星
空の下で野外シアターをす
ると、小豆島の魅力が増え
るのではないか。映画館の
ない島民にとっても魅力的
だと考えるがどうか。

炭野　優人
すみ の ゆう と

議員
（安田）

答弁　皮を加工販売している人はいる。しか
し、肉を提供するには専用の処理施設が必要で
あり、肉処理の許可を受けなければならない。
イノシシを資源として有効に活用していきたい。

質問　捕らえたイノシシを
焼肉や鍋料理として提供す
るお店を作ったり、いろい
ろな革製品を作って販売し
てはどうか。

岡部　芯太
おか べ しん た

議員
（苗羽）

答弁　大学を運営していくことは経費が多くか
かり難しい。島で勉強するのも大切だが、島外
の大学に進学し、その地域の文化に触れるなど、
外の世界で勉強することも非常に大切である。

質問　大学を設置すれば島
外に出る人が少なくなるだ
けでなく、島外からの若い
人が増え、若い人を対象と
した商店や企業を誘致でき
るのではないか。

後藤小羽音
ご とう こ は ね

議員
（苗羽）

答弁　商工会管理の街灯が60基しか点灯してお
らず、暗くなったとの意見が寄せられている。
今後60カ所ほどLED化し再稼働する予定であ
る。今年より街灯設置の補助を行っている。

質問　通学路に街灯が少な
く、夜は事故や事件が起き
やすい。特に寒い季節は暗
くなるのが早く、危険性が
高いので、街灯を増やして
はどうか。

笹谷　祐人
ささたに ひろ と

議員
（苗羽）

答弁　今すぐ施設を作るのは難しい。自然豊か
な小豆島全体は遊園地であり、アスレチックと
言えるのではないか。小豆島でしかできない遊
び方を家族や友達と工夫してみてはどうか。

質問　遊園地やアスレチッ
クといった施設は、家族連
れを中心にみんなが楽しめ
健康にも役立つと思うので
つくってはどうか。

　１月31日に４小学校の代表者12人が小学生議
会に参加しました。前半は安田・苗羽小学校の児
童が、後半は池田・星城小学校の児童が小学生議
員となり、町に対して、子どもの視点からみた町
づくりに対する質問を行いました。
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議
会
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傍
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ま
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ん
か
。

次
回
定
例
会
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旬
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あ
を
に
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し
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都
は
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く
花
の

に
ほ
ふ
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と
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今
盛
り
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り

　
春
の
陽
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と
共
に
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「
令
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」（
厳
し
い
冬
の
後

に
は
梅
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美
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花
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一
人
一
人
が
明
日

へ
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望
と
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本
で
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新
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時
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で
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ん
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ど

ん
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事
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遭
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す
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で
し
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か
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町
の
未
来
を
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せ
て
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こ
れ
か
ら
の
夢
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ら
む
出

来
事
に
、
こ
の
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面
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ど
ん
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活
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が
躍
る
の
で

し
ょ
う
か
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真
っ
白
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ま
す
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確
実
で
、
で
き
う
る
限

り
の
明
る
い
町
の
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り
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を
記
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て
ま
い
り
た
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と
思
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て
お
り
ま
す
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森

　弘
章
記

編
集
後
記

編
集
後
記

見どころ
　　いっぱい神浦
中　島　克　己
（神浦地区自治会長）

　神浦地区は三都半島南部に位置し世帯数60世
帯、113人の高齢化が進む集落です。集落から海
を眺めますと円錐形の丘陵である権現崎が突き
出ており、その中腹には皇子神社が鎮座してい
ます。その社叢は全体をウバメガシ等に覆われ
ており、国の天然記念物に指定されています。
小豆島の一番南に突き出た三都半島の先端には
地蔵埼灯台があり、さぬき百景、夕日百選に選
ばれ、前は瀬戸内海、大小の船が行き交いその
先には鳴門海峡も見える絶景の眺望です。
　10月16日の亀山八幡宮例大祭では、太鼓台を
船に乗せ、裸、鉢巻き姿の若衆が亀山八幡宮の

浜の鳥居を目指して息も切れ切れ、六丁の櫓を
漕ぎ着岸と同時に馬場まで一気に担ぎ込む「押
し込み」は、祭りのひとつの見せ場となってい
ます。
　この春からは瀬戸内国際芸術祭2019が始まり
ます。前回の2016では、広島市立大学の先生を
はじめ、学生有志の方々が滞在し、廃材を活用
した潮耳荘は、地区の観光スポットとして今も
多くの観光客が訪れています。今回も広島市立
大学の有志の方々をはじめ多くの芸術家が新た
な作品を展示する予定となっています。私たち
神浦自治会も
接待を行って
おりますので、
たくさんの方
が訪れるのを
お待ちしてお
ります。
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し
て
は
毎
月
１
回
の
月
例

会
、
年
に
三
度
の
撮
影
会
、
年

に
一
度
の
写
真
展
、
オ
リ
ー
ブ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
写
真
展
の
開
催
と

文
化
協
会
展
の
出
展
等
と
な
り

ま
す
。

　
今
年
度
は
瀬
戸
芸
の
開
催
年

で
も
あ
り
国
内
外
か
ら
文
化
に

関
心
の
あ
る
人
々
が
数
多
く
集

ま
り
ま
す
。
文
化
活
動
の
与
え

る
力
は
生
き
甲
斐
と
か
楽
し

み
、
そ
れ
に
伴
う
人
の
輪
、
文

化
鑑
賞
等
数
多
く
の
力
が
あ
り

ま
す
。
町
の
掲
げ
る
教
育
・
文

化
の
町
と
し
て
社
会
教
育
の
生

涯
学
習
分
野
で
の
一
端
を
担
え

た
ら
と
思
い
ま
す
。
少
子
高
齢

化
の
今
こ
そ
文
化
の
力
を
最
大

限
に
発
揮
し
て
文
化
の
薫
り
続

け
る
町
と
し
て
努
力
を
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に

な
り
誰
で
も
簡
単
に
失
敗
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
写
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
一
緒
に
楽
し

く
写
真
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
写
真
に
関
心
の
あ
る
方
ど

な
た
で
も
月
例
会
等
の
見
学
、

入
会
希
望
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
ご
遠
慮
な
く
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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設立50周年写真展の様子

廃材を活用した潮耳荘


